
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軽井沢 22 世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

1 

2017 秋 

 2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来の軽

井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 
風土フォーラムの活動について、広報かるいざわ等でも随時お知らせしてきましたが、より多くの方に、より深

く知っていただき、いろいろな立場の人々が集い、みんなで一緒に「ふるさとづくり」をしていければと思い、新

たにこの季刊誌を発行することになりました。 

これからの軽井沢を、共に考え、つくるために。 
 

基本会議委員にお聞きします・・・ 

軽井沢２２世紀風土フォーラムには、その中心的組織として 15 名の委員で構成する「基本会議」があります。

２か月に 1回のペースで公開会議を行い、これからの軽井沢について様々な面から議論を交わしています。 

このコーナーでは、基本会議委員の方にインタビューし、委員の皆さんの想いの一片をご紹介します。記念す

べき第１号として、基本会議副会長を務めていただいている鈴木幹一委員、通称カンさんにお話を伺いました。 

■風土フォーラム基本会議で目指している「風土自治」を
より住民に浸透させていくためにはどうしたらよいと思
われますか。 
 
役場の職員が住民や別荘民のファシリテーター（※地

ならし役、調整役）として、地域に出向くことが大事だ
と思います。行政は長期振興計画等、数多くの計画を作
成していますが、住民一人一人が内容を理解してないよ
うな気がします。また、作成することが目標になってい
て、各計画を住民に浸透させるための努力や具体的な取
り組みができていないと感じています。 
 

■そのための具体的な取り組みには何がありますか。 
 
まず、計画を実行していく仕組みづくりを、フォーラ

ムで検討するなどして住民の意見を反映させ、効率的に
実行可能な内容を行政に提言していくことです。行政に
対しての住民の理解が深まるのではないでしょうか。 
 

■今後、フォーラムにおいて住民目線で、かつ取り組んで
みたいテーマはありますか。 

 
「住民が心身ともに健康で長生きできるまちづくり」

（ウエルネスの推進）です。長寿日本１位である長野県
は、徹底した健康管理啓蒙活動を行ってきた経緯があり
ます。それを支えたのは長野県の堅実な県民性と群を抜
く公民館の数です。軽井沢には 24 か所も公民館・分館が
あります。その恵まれた社会インフラを活用しない手は
ありません。 

■具体的な活動内容はどのようなものですか。 
 

各地区の公民館に住民の皆さんを集めて、スポーツト

レーナーによるウォーキング等の運動指導や、管理栄養

士のヘルシーな郷土料理を紹介する等、健康意識が向上

するような活動を行うことが重要です。なぜ重要かと言

いますと、世界保健機関(WHO)発表の世界の健康を害す

る危険要因第 4 位は運動不足です。(資料 1)裏返せば、運

動不足を解消することで高齢化が進んでも元気な高齢者

が多くなり、社会保障費が減るという図式です。(資料 2) 

軽井沢は住んでいるだけで歩きながら健康になれる

町、これが軽井沢のブランド価値になると思います。 
 

■「住民が心身ともに健康で長生きできるまちづくり」と

風土自治をどのようにつないでいけばよいでしょうか。 
 

『まちづくり』だけのために集まる人は多くないと思

いますが、先ほど挙げた「住民が心身ともに健康で長生

きできるまちづくり」の活動内に、町の将来ビジョンを

掲げ、各地区の課題を１つ２つ挙げて議論してもらえる

だけで、住民が自分たちの地区のことを少しずつ考える

ようになると思うんです。そこでの議論をファシリテー

ターである職員がフォーラムや職場で検討する。さらに

検討した結果を住民に伝えていく、この地道な活動の積

み重ねが風土自治の浸透につながっていくのではないか

と思います。 

○鈴木委員提供資料 

【資料１】世界の健康を害する危険要因 

順位 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 

因子 高血圧 たばこ 高血糖 運動不足 肥満 
（出展：Global health risks WHO 2009）  

【資料２】日常の歩数と医療費の関係 

年齢 
一日当たりの歩数 

5,000 歩未満 
5,000 歩以上 
9,000 歩未満 

9,000 歩以上 

55 歳 100,000 円 75,000 円 41,000 円 

60 歳 175,000 円 150,000 円 116,000 円 
（出展：筑波大学久野研究室と慶應義塾大学駒村研究室 2015） 

 

インタビューを終えて… 
 

カンさんは発想豊かなアイデアをお持ちの明るい方でし

た。軽井沢の交通政策、新軽井沢・旧軽井沢での歩いて回

れるまちづくり、旧碓氷トンネルの有効活用、ウエルネス

など、軽井沢のブランド価値向上に関する様々なお話をい

ただきましたが、この記事では、その中から「住民が心身

共に健康で長生きできるまちづくり」をピックアップさせ

ていただきました。 



 

❏「風土フォーラム事務局」は、「発地
ほ っ ち

市庭
い ち ば

」の中にあります。 

事務局のようへい！ 
 ここでは、風土フォーラム事務局員の栁澤陽平（やなぎさわ ようへい）が日々感じている

ことなどを、お伝えしたいと思っています。今回は、初回ということで、簡単に自己紹介させ

ていただきます。 

旧軽井沢在住の３６歳。家族構成は妻と子供３人、自宅両隣りに祖母と母がそれぞれ軒を連

ねる４世代で暮らしています。 

所属している地域団体は、軽井沢町消防団第１分団第１部、旧軽井沢青年部「樫の実会」、旧

軽井沢太鼓連・・等、まだまだ増えそう。役場に勤めて１２年、いろいろな部署を巡り、現在

は風土フォーラム事務局で奮闘しています。 

 発地市庭でお買い物の際や、気が向いた時には、ぜひ風土フォーラム事務局にお越しください！お待ちしています。

（私が不在の時は、もう一人の事務局員、岩井がおります。） 
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の
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▼
夏
の
軽
井
沢
の
ざ
わ
め
き
が
一
段
落
し
ま
し
た
。
今
年
の

夏
は
天
候
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
気
温
も
余
り
上
ら
ず
、
人
出

も
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
低
調
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

も
別
荘
へ
、
ホ
テ
ル
へ
、
そ
し
て
日
帰
り
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
へ
と
、
来
客
の
足
は
大
層
な
も
の
で
し
た
。
▼
季
節
が

折
り
返
す
９
月
１
日
の
昼
さ
が
り
、
バ
イ
パ
ス
の
塩
沢
付
近

を
歩
き
な
が
ら
往
来
を
眺
め
て
い
て
気
づ
い
た
の
で
す
が
、

ク
ル
マ
の
流
れ
が
違
っ
て
い
ま
す
。
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
乗
用

車
が
減
る
一
方
で
、
地
元
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
や
作
業
車

が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
か
！
き
ょ
う
か
ら
騒
音
の
自

粛
が
解
除
に
な
っ
た
の
で
す
。
▼
町
の
き
ま
り
で
、
７
月
２

５
日
か
ら
８
月
３
１
日
ま
で
の
１
ケ
月
余
り
は
、
建
築
工

事
、
土
木
作
業
や
造
園
工
事
な
ど
で
騒
音
が
発
生
す
る
も
の

に
つ
い
て
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
死
活
問
題
だ
と

反
発
の
声
も
あ
る
な
か
年
を
追
っ
て
協
力
の
輪
が
広
が
り
、

今
は
“夏
場
の
当
り
前
”
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
が
、
そ
の

裏
に
は
事
業
に
関
る
人
々
の
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
夜
間
営
業
や
派
手
な
カ
ン
バ
ン
、
の
ぼ

り
旗
の
禁
止
な
ど
も
含
め
、
沢
山
の
厳
し
い
ル
ー
ル
が
、
現

在
の
軽
井
沢
の
品
格
と
評
価
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
５
０
年
近
い
地
域
ぐ
る
み
の
“我
慢
”
に
対
す

る
“ご
ほ
う
び
”
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
▼
１
３
０

年
に
亘
る
別
荘
地
と
し
て
の
歴
史
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
が
い
え
ま
す
。
外
国
人
宣
教
師
の
避
暑
地
と
し
て
、
文
明

開
化
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
あ
る
い
は
政
財
界
や
文
化
人

の
サ
ロ
ン
と
し
て
目
ざ
ま
し
い
成
長
を
つ
づ
け
て
き
た
原

動
力
に
な
っ
た
の
が
、
地
元
の
人
々
の
“奉
仕
”
の
心
と
頑

張
り
で
し
た
。
▼
行
き
帰
り
の
荷
駄
を
牽
き
、
生
活
環
境
の

下
支
え
と
な
り
、
趣
味
や
行
楽
の
助
っ
人
と
し
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
別
荘
の
人
々
を
守
っ
て
き
た
奉
仕
の
歴
史
が
あ
っ

て
こ
そ
、
今
の
軽
井
沢
が
花
開
い
た
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
▼
５
０
年
近
い
軽
井
沢
ル
ー
ル
に
よ

る
我
慢
と
、
１
３
０
年
に
お
よ
ぶ
奉
仕
と
い
う
二
つ
の
住
民

の
力
が
、
“軽
井
沢
”
と
い
う
特
別
の
財
産
を
獲
得
し
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
先
の
軽
井
沢
を
育
て
る
の
も
又
、
住
民
の
力

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
▼
新
し
い
ざ
わ
め
き
に
向
け
て

『
軽
い
ざ
わ
ざ
わ
』
第
１
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

鳥井原 

南軽井沢 

塩沢 

至碓氷軽井沢 IC 

至軽井沢駅 至長野 

至群馬県 

風越公園前 

 
直売所 店  

ＷＣ 

駐車場 

発地
ほ っ ち

市庭
いちば

内 

レ
ジ 

店 

ご不明な点や、ご意見がありました
ら、ぜひ風土フォーラム事務局まで
お寄せください。 
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① 

軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 
 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

担 当：栁澤・岩井 

：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

開局日時等はこちら 
↓ 


